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本市では、総合的・計画的な行政運営のため、総合計画を策定し各種施策を推進している。

第八次福井市総合計画（令和４～８年度）の計画期間が令和８年度に終了することから、令和９年度を始期とする

次期計画を策定する。なお、様々なプロセスで意見交換し、これまで以上に市民等の意見を取り入れ策定することとする。

① 計画の名称 「第九次福井市総合計画」

② 計画期間 令和９年４月～１４年３月（５年間）

③ 構成 「将来都市像」「政策」「施策」の階層とする。

政策(14)

施策(53)

将来都市像
重点方針(2)

主要な事務事業

全ての事務事業(予算）

第八次総合計画

実施計画

政策

施策

将来都市像

主要な事務事業

全ての事務事業(予算）

第九次総合計画

実施計画
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*市民に届きやすいシンプルな計画を目指す。

*総合計画は市政運営の基本的な方向性を定めるものとし、主要な事業や数値目標については、

実施計画に定める。

1．概要



２．将来都市像の改定

【総合計画の階層イメージ図】

政策

施策

将来都市像

主要な事務事業

全ての事務事業(予算）

総合計画

実施計画

部局レベル

課室レベル

将来都市像

長期的な取組により実現を目指す、本市の将来のまちの姿

考え方

➢ 第八次福井市総合計画（令和４～８年度）では、第七次福井市総合計画（平成２９～令和３年度）の将来都市像を引き継ぎ、明るい未来に向けた、

豊かで持続可能な、活力あふれるまちづくりを進めている。

➢ 第九次福井市総合計画（令和９～１３年度）期間中は、北陸新幹線福井開業に向けて進めてきた福井駅周辺の再開発や受入環境整備など

の各種事業は概ね完了が見通せる状況となり、今後、福井のまちづくりは、新たなステージに移行することとなる。

➢ 本市の新たなステージにふさわしい、大胆で人の心を掴むキャッチーな将来都市像を、様々な意見を取り入れながら策定する

こととする。

2

審議委員の合意により決定！

１０年ぶりに

将来都市像が変わるみたい・・・

どんなフレーズになるんだろう・・



諮問機関：福井市総合計画審議会
公募市民、学識経験者、市議会議員、関係団体の代表等により構成し、
市長の諮問に応じて総合計画の策定に係る調査及び審議を行い答申する。

庁内組織：策定会議
総務部長及び各部局次長により構成し、諮問案の作成や総合計画審議会
への資料提供、説明等を行う。

３．策定体制

自治会、NPO、
各種関係団体等

3



• 若者ワークショップの開催

• 関係団体等との意見交換

• 意見募集のための電子申請フォーム開設

４．市民等との意見交換

✓ 開設場所 市ホームページ

✓ 募集期間 令和７年１２月末まで

5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

電子申請による意見募集

総合計画審議会

関係団体等との意見交換

答申
パブリック
コメント

スケジュール

QRコード

▲若者ワークショップの様子(５月１０日,２４日）

現在地

当日の意見等は(参考4)グラフィックレコードとしてとりまとめ
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様々なプロセスで意見交換し、これまで以上に市民等の意見を取り入れ策定

(参考5)地域づくりミーティングでの主な意見

(参考6)これまでの意見交換会等における主な意見

合計 440 件以上の意見が

集まりました。(６月末現在)



５．各部局による意見交換の様子

• 関係団体等との意見交換（７９０人から４１４件の意見）*令和７年６月末現在

ふくいMaas協議会障がい者自立支援協議会 総合農政推進会議 地域農業再生協議会 土地改良協会 羽水高校PJ学習グループ
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環境推進会議
(自然創造部会）

交通安全協議会 男女共同参画
ネットワーク

行政改革推進委員会 商工会議所青年部環境推進会議
(環境教育部会）



６．社会情勢の変化・時代の潮流を踏まえたポイント①

計画策定にあたっては、次の視点（社会情勢の変化・時代の潮流等）を十分考慮し、政策、施策等を組み立てるものとする。

今後、人口減少のペースが緩まるとしても、当面は人口・生産年齢人口が減少するという事態を正面から受け止めた上で、

人口維持・増加策と併せて、人口規模が縮小しても経済成長し、社会を機能させる順応策を講じていく必要がある。

また、老年人口の急速な増加を見据えた上で、誰もが支え手となり、共に助け合う「地域共生社会」の実現に向けた取組を進める必要がある。

国はこども家庭庁を創設しこどもの最善の利益を第一に考え、こどもに関する取組、政策を日本社会の真ん中に据えるとしている。本市でも、こども政策の基本理念である

「こども未来条例」、基本理念を具体化するための「こども未来計画」を策定しており、こどもまんなか社会の実現に向けた取組を推進する必要がある。
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新幹線開業後は、首都圏をはじめ全国から多くの観光客が訪れ、市内の観光入込数は、前年同月比で約１．２倍となるなど、新たなにぎわいと交流が生まれている。

新幹線開業によるにぎわい効果を持続化させるとともに、市全域に波及させていくことが重要となる。

（例）ダンスを軸とした施策展開のイメージ

大規模な地震や多発する風水害などの自然災害から市民の生命と暮らしを守るため、平時からの備えに注力する等、防災・減災対策を強化する必要がある。

01
新幹線開業効果の維持・広域化

03
少子高齢化・人口減少社会への挑戦

04
こどもまんなか社会の実現

05
防災・減災対策の強化

02
付加価値創出型の新しい地方経済の創生

これまで十分には活かされてこなかった文化やスポーツ等の様々な地域資源を最大限活用し、付加価値創出型の新しい産業や事業を創出する必要がある。



「誰一人取り残さない」社会の実現を目指した、２０３０年を期限とする国際目標の達成に寄与するため、「質の高い教育」や「教育に配慮したまちづくり」など、

SDGsを踏まえた取組を進める必要がある。

巧妙化する特殊詐欺や匿名流動型犯罪グループによる組織犯罪等、市民の生活環境を脅かす事案に対し、関係機関と連携しながら対策を強化する必要がある。

人口減少社会における労働力不足などの課題解決に向けて、生成AI（人工知能）やICT（情報通信技術）などの先端技術を活用した産業の育成や、行政サービスの効率化を

進める必要がある。また、先端技術を開発・活用できる人材の育成にも力を入れる必要がある。

６．社会情勢の変化・時代の潮流を踏まえたポイント②

本市では、「２０５０年のゼロ・カーボンシティ」の実現に向けて地球温暖化対策を進めるため、令和７年度から１２年度までを期間とする「地球温暖化対策実行計画

福井市脱炭素アクションプラン」を策定しており、市民の脱炭素型ライフスタイルへの転換など、環境負荷の低減に取り組む必要がある。

高度経済成長期に集中的に整備された道路や河川、上下水道施設などの社会資本の老朽化が進み、地域の安全を守るためにも、安全対策等を強化する必要がある。

06
社会資本の強靭化

07 脱炭素社会の実現

08
先端技術の活用及び人材育成

09
安全安心社会の実現

10 SDGsの推進
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